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株主の皆様へ

株主の皆様におかれましては、平素よりご厚情を賜り厚くお礼申し
上げます。

現在の国内建設市場は景気が緩やかに回復する中、官民を問わず旺盛な
投資が続いており、建設業界も近年にない活況を呈しています。

こうした中、当社グループは、中期経営計画（2012-2014）の最終年度に
おいて、当初計画を上回る業績を達成することができました。

今年度より新たにスタートする『中期経営計画（2015-2017）』においては、
「建設事業本業の深耕」の基本方針のもと、品質と安全の確保によって
高い顧客満足を得るとともに、安定的かつ持続的な成長を図ります。

そのために、当社の技術力等を活かせる国家的プロジェクトや大規模民間
プロジェクト、ならびに官民一体で進められている海外インフラ輸出への
参画等、2020年以降も見据えたプロジェクトに注力いたします。

また当社グループは、ステークホルダーへ適正に利益を還元すべく、
業績とともに配当・社員の処遇についても業界トップを目指してまいり
ます。その一環として当期の年間配当金は、前期に対して2円増配の1株
当たり８円とさせていただきました。

皆様におかれましては、今後とも格別のご指導とご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

代表取締役社長
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連結財務ハイライト（連結子会社25社　持分法適用関連会社8社） 詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください▶
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　当年度の日本経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み
需要の反動等がみられたものの、企業収益や雇用・所得
環境など基礎的条件の改善を背景に、緩やかな回復を続け
ました。
　国内建設市場につきましては、非製造業が弱含んだ
ものの、公共投資が引き続き高水準で推移したことに
より、堅調に推移しました。
　こうした状況のもと、当社グループの経営成績は次の
とおりとなりました。　
　受注高は、前期比7.3％増の1兆7,657億円でした。
その内訳は土木・建築事業91.7％、開発事業等8.3％
です。

　売上高は、前期比2.6％増の1兆5,732億円でした。その
内訳は土木・建築事業90.5％、開発事業等9.5％です。
　利益につきましては、売上総利益が前期の大型案件売却に
伴う反動により開発事業において減少したものの、建築
事業の売上総利益率の好転により増益となり、販売費及び
一般管理費が概ね前期並みとなったことから、営業利益は
前期比31.0％増の704億円となりました。また、経常
利益は、支払利息の減少等により営業外損益が好転した
ことから、同31.2％増の744億円となりました。
　当期純利益は、法人税率引き下げに伴う繰延税金資産
取り崩しによる税負担額の増加があったものの、経常利益の
増加により、同19.0％増の381億円となりました。

■ 営業の概況
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検　索

■ 有利子負債・DEレシオ（=有利子負債÷純資産）
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大成ロテック（株） 道路舗装工事、その他土木工事、舗装用アスファルト合材の製造・販売等

大成有楽不動産（株） 不動産の売買・賃貸・仲介・保守・管理・鑑定、保険代理業

大成ユーレック（株） 集合住宅の企画・設計・施工、リニューアル工事の企画・設計・施工、コンクリート部材の供給

大成設備（株） 空調・衛生・電気他設備工事業

大成建設ハウジング（株） コンクリート住宅｢パルコン｣ほかの設計・施工・販売、マンション・戸建住宅のリフォーム

成和リニューアルワークス（株） 建設・産業機械の製作・販売、土木建築の基礎工事等

主なグループ企業
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受注・完成工事ご報告
主な完成工事のご報告 CONSTRUCTION COMPLETED

ベトナム ノイバイ国際空港第２旅客ターミナル新築工事
（ベトナム社会主義共和国）
発注者:ベトナム政府　ベトナム空港公団

（仮称）大手町１－６計画のうち、
敷地内本体工事

（東京都）
発注者:みずほ信託銀行㈱

トルコ ボスポラス
海峡横断鉄道建設工事

（トルコ共和国）
発注者:トルコ政府　運輸海事通信省・インフラ投資総局
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主な受注工事のご報告 CONTRACTS RECEIVED

工事名称 場 所 発注者
四谷駅前地区再開発工事 東 京 都 （独行）都市再生機構東日本賃貸住宅本部

東京外かく環状道路　本線トンネル（北行）大泉南工事 東 京 都 中日本高速道路㈱

目黒駅前地区第一種市街地再開発事業　施設建築物新築工事 東 京 都 目黒駅前地区市街地再開発組合

二俣川駅南口地区第一種市街地再開発事業に係る施設建築物
新築工事 神奈川県 二俣川駅南口地区市街地再開発組合

（負）高速横浜環状北西線シールドトンネル（港北行）工事 神奈川県 首都高速道路㈱ 

芝浦水再生センター雨天時貯留池建設その３工事
（東京都）
発注者:東京都下水道局

（仮称）芝浦水再生センター再構築に伴う上部利用事業
（東京都）
発注者:エヌ・ティ・ティ都市開発㈱・大成建設㈱
　　　 ヒューリック㈱・東京都市開発㈱
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完成後90年を超え、現役で活躍するダム
　岐阜県恵那市の山間にある大井ダム（堤高53ｍ、
堤頂長275ｍ）は、大正時代に建設された戦前のダム
工事の金字塔であり、今も現役で活躍している発電用の
巨大ダムです。明治後期から大正にかけ、近代産業が
発展してきた日本は好景気に沸き、電力需要が急増

日本のハイダムの原点

大井ダム

社 史探訪

していました。そこで、急勾配と豊富な水量を誇る
木曽川を、関西圏の新たな電力資源と見込んで開発を
進めたのが、後に電力王と呼ばれる実業家、福沢桃介
です。
　かの福沢諭吉に見込まれて養子でもあった福沢は、
大同電力（現在の関西電力）を設立し、いくつもの発電
施設を完成させ、日本の近代産業の振興に大きな足跡
を残しました。大井ダムおよび大井発電所は、福沢が
手掛けた中でも最大の発電施設です。

かつてない機械化・合理化を導入した現場
　大井ダムは大規模水力発電時代の扉を開き、日本で
初めて堤高50ｍ超えを実現したわが国のハイダムの
原点です。当然その工事は、前例のないビッグプロ
ジェクトとして入念に進められました。
　福沢は、ダム建設の先進国であるアメリカから
技術者を招聘し、本格的なボーリング調査や、川幅を
半分ずつ締切る「半川締切り工法」の採用といった
日本初となる試みを行いました。
　1921（大正10）年の着工以降は、ミキサーやケーブル

大正後期に計画された日本初の発電用ダム建設。大成建設の前身、日本土木株式会社も
参画したそのプロジェクトは、苦難に立ち向かう人々の情熱が注ぎ込まれ、日本の近代化を支
えた発電設備として、また美しい景勝地として実を結びました。

下流から大井ダムと大井発電所を望む
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クレーン、蒸気ショベルなどの大型重機を多数導入
したほか、現場に砕石・コンクリート製造のプラントを
設営し、作業の効率化を図りました。さらに最寄駅
から現場まで線路を敷設し、堤体上部に鉄橋を架け、
資機材を機関車で運搬するなど、かつてない機械化・
合理化を推進しました。

苦難を超えて竣工、新たな名勝の誕生へ
　しかしながら、日本有数の急流である暴れ川での
工事は難航を極め、現場は幾度となく洪水による資材
流出に見舞われました。
　そんな時、福沢は危険を顧みずに資材運搬用のゴン
ドラで深い谷底に降り、作業員を必死に鼓舞したと

言います。また、1923（大正12）年に発生した関東大
震災の影響で資金繰りに行き詰った際は、自ら渡米
して建設資金の調達に奔走するなど、不屈の精神で
工事を完成に導きました。
　こうした労苦の末、延べ146万人の作業員を動員
した大井ダムは、3年半の短工期で竣工を迎え、1924

（大正13）年には最大出力42,900kWで関西方面への
送電を開始しました。現在は第2発電所も稼働し、
最大出力84,000kWを発電しています。
　日本の近代化に大きく貢献した大井ダムは、一方で
恵那峡という名勝を誕生させました。きらめく湖面に
奇岩と木々の緑が映える美しい景観に魅かれ、今も
国内外から多くの観光客が訪れています。

ダム湖側の左岸から見た堤体 木曽川の流れが生み出した奇岩・怪岩を眺め
られる遊覧船も人気

ダムの堤頂部。アールデコ様式の台座や水銀灯、
アールヌーヴォーの影響を感じさせる手摺りが
大正モダンの雰囲気を今に残す

ラジアルゲート21門が並ぶ壮麗な堤体。骨材の鉄分が生む
朱色に彩られた左岸の減勢工のかたちもユニーク

大井ダム建設の紀功碑。側面
には実際に使われた玉石入り
コンクリートがはめられ、
銘板の工事請負人には、日本
土木株式會社の名が見える

木曽川を変えた電力王
福沢桃介
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会社概要（2015年3月31日現在）

●商号	
大成建設株式会社	
（英文名　TAISEI	CORPORATION）

●設立年月日	
1917年（大正6年）12月28日

●資本金	
122,742,158,842円

●従業員数（就業人員）	
8,007名

●本社	
東京都新宿区西新宿一丁目25番1号	
電話　03(3348)1111（大代表）

●支店
	
	
	
	
	
	

●技術センター（横浜市）
●国内営業所等	
47カ所

●主な海外拠点

●役員（2015年6月26日現在）

東 京 支 店	（東京都新宿区）
関 西 支 店	（大阪市）
名古屋支店	（名古屋市）
九 州 支 店	（福岡市）
札 幌 支 店	（札幌市）
東 北 支 店	（仙台市）
中 国 支 店	（広島市）
横 浜 支 店	（横浜市）

北信越支店	（新潟市）
四 国 支 店	（高松市）
千 葉 支 店	（千葉市）
関 東 支 店	（さいたま市）
神 戸 支 店	（神戸市）
京 都 支 店	（京都市）
国 際 支 店	（東京都新宿区）

台北営業所
クアラルンプール営業所
ジャカルタ営業所	
インド営業所（ニューデリー）
中東営業所（ドーハ）

北アフリカ営業所（エジプト）
アメリカ営業所（カリフォルニア）

執　行　役　員
社 長 村　田　誉　之
副社長執行役員 尾　形　　　悟
副社長執行役員 富　永　敏　男
副社長執行役員 台　　　和　彦
副社長執行役員 谷　内　正　建
専 務 執 行 役 員 池　口　純　一
専 務 執 行 役 員 近　内　　　滋
専 務 執 行 役 員 田　中　茂　義
専 務 執 行 役 員 桜　井　滋　之
専 務 執 行 役 員 堺　　　政　博
専 務 執 行 役 員 繁　治　義　信
常 務 執 行 役 員 渡　邊　茂　樹
常 務 執 行 役 員 本　部　和　彦
常 務 執 行 役 員 金　澤　　　博
常 務 執 行 役 員 鎌　田　博　文
常 務 執 行 役 員 大　嶋　匡　博
常 務 執 行 役 員 金　井　克　行
常 務 執 行 役 員 大　川　　　孝
常 務 執 行 役 員 梅　原　　　保
常 務 執 行 役 員 堀之内　猛　雄
常 務 執 行 役 員 河　野　晴　彦
常 務 執 行 役 員 傳　　　　　暁
常 務 執 行 役 員 阿　波　正　文
常 務 執 行 役 員 井　上　善　尊
常 務 執 行 役 員 吉　成　　　泰
常 務 執 行 役 員 芝　山　哲　也
常 務 執 行 役 員 近　藤　昭　二
常 務 執 行 役 員 矢　口　則　彦
常 務 執 行 役 員 金　井　隆　夫
常 務 執 行 役 員 白　川　　　浩

常 務 執 行 役 員 西　田　義　則
常 務 執 行 役 員 中　西　　　毅
常 務 執 行 役 員 岡　田　雅　晴
執 行 役 員 鈴　木　　　浩
執 行 役 員 小　川　篤　生
執 行 役 員 加賀田　健　司
執 行 役 員 谷　山　二　朗
執 行 役 員 相　川　善　郎
執 行 役 員 平　野　啓　司
執 行 役 員 土　屋　雅　裕
執 行 役 員 伊　藤　昌　昭
執 行 役 員 今　酒　　　誠
執 行 役 員 林　　　伸　行
執 行 役 員 土　屋　弘　志
執 行 役 員 小　口　新　平
執 行 役 員 松　井　達　彦
執 行 役 員 守　田　　　進
執 行 役 員 山　本　　　卓
執 行 役 員 今　　　憲　昭
執 行 役 員 山　本　　　篤
執 行 役 員 羽　生　哲　也
執 行 役 員 山　上　正　敏
執 行 役 員 村　井　　　敬
執 行 役 員 武　田　信　一
執 行 役 員 北　野　　　俊
執 行 役 員 木　村　　　普
執 行 役 員 岩　田　　　丈
執 行 役 員 須　藤　史　彦
執 行 役 員 北　口　雄　一

取　締　役 監　査　役

＊前田晃伸、森地茂及び宮越極は、会社
法第2条第16号に定める社外監査役で
す。

代表取締役会長 山　内　隆　司
代表取締役社長 村　田　誉　之
代表取締役 台　　　和　彦
代表取締役 桜　井　滋　之
取　締　役 堺　　　政　博
取　締　役 田　中　茂　義
取　締　役 吉　成　　　泰
取　締　役 矢　口　則　彦
取　締　役 辻　　　　　亨
取　締　役 數　土　文　夫

常任監査役（常　勤）阿久根　　　操
監　査　役（常　勤）松　山　隆　史
監　査　役 前　田　晃　伸
監　査　役 森　地　　　茂
監　査　役 宮　越　　　極

＊辻亨及び數土文夫は、会社法第2条第
15号に定める社外取締役です。

エグゼクティブ・フェロー（役員待遇）
エグゼクティブ・フェロー 細　澤　　　治
エグゼクティブ・フェロー 今　村　　　聡

エグゼクティブ・フェロー 嶋　村　和　行
エグゼクティブ・フェロー 佐　藤　和　郎
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株式情報（2015年3月31日現在）

株主名 持株数（千株） 出資比率（%）

日本トラスティ･サービス
信託銀行株式会社(信託口) 78,302 6.69

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社(信託口) 54,608 4.67

みずほ信託退職給付信託
みずほ銀行口 39,289 3.36

大成建設取引先持株会 25,957 2.22
大成建設社員持株会 24,877 2.13
三菱地所株式会社 17,604 1.50
チェース	マンハッタン	バンク	ジーティーエス	
クライアンツ	アカウント	エスクロウ 16,455 1.41

ザ	バンク	オブ	ニユーヨーク	メロン	
エスエー	エヌブイ	10 14,767 1.26

明治安田生命保険相互会社 14,238 1.22
ステート	ストリート	バンク	ウェスト	
クライアント	トリーティー	505234 13,784 1.18

株式の状況 株　主（上位10名）

株式分布状況

※出資比率は発行済株式総数より自己株式（1,321,513株）を控除して計算しております。

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 6月中
基準日 定時株主総会の議決権　毎年3月31日

期末配当金　毎年3月31日
中間配当金　毎年9月30日

上場証券取引所 東京・名古屋
単元株式数 1,000株

金融機関
332,535千株（28.39%）

個人・その他
354,901千株（30.30%）

証券会社
27,402千株（2.34%）

外国法人等
357,446千株（30.52%）

一般法人
98,982千株（8.45%）

[ 所有者別状況 ]

株式事務手続き
住所変更や株式配当金受取り方法の変更等の各種お手続きは、ご利用の証券
会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）、右記のお取扱店に
てお取次いたします。

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座へ記録されている場合）のお問い合わせ窓口

お取扱店

みずほ信託銀行
全国本支店（トラストラウンジを除く）
みずほ証券
全国本支店および営業所
プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）

郵便物送付先
電話お問い合わせ先

〒168-8507 東京都杉並区和泉２丁目８番４号
みずほ信託銀行　証券代行部
フリーダイヤル　0120-288-324
　　　　　　　　（土・日・祝日を除く9:00～17:00）

【お知らせ】
●未払配当金の支払は、みずほ信託銀行、みずほ銀行、みずほ証券（取次

のみ）に、支払明細発行はみずほ信託銀行にお問い合わせください。
●配当金のお支払期限は定款の定めにより支払開始日から3年となっており

ます。下記の配当金につきましては、お支払期限が迫っておりますので
再度ご確認をお願いいたします。

（お支払期限）・152期期末配当金：2015年6月29日
　　　　　　・153期中間配当金：2015年12月4日
　　　　　　・153期期末配当金：2016年6月28日

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

公告の方法 電子公告
公告掲載URL（http://www.taisei.co.jp/）
但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることが
できないときは、東京都において発行する日本経済新聞に掲載して行います。

発行可能株式総数	 2,200,000,000 株
発行済株式総数	 1,171,268,860 株

当期末株主数	 100,032 名

※単元未満株式については、市場での売却ができませんが、当社に対して買取請求または
買増請求を行うことができます。詳しくは、上記のお取扱店までお問い合わせください。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。 環境保全のため、FSC®認証紙を

使用して印刷しています

株式事務手続きに関するお問い合わせ先▶ みずほ信託銀行 証券代行部 0120-288-324

大成建設グループの「住まい」相談室

リフォーム等には株主優待制度もご利用になれます。
株主様であることを担当者にお伝えください。

0120-773-335
受付時間 09：00～17：00

「住まい」のことなら大成建設グループにご相談ください。

●老朽化した建物、建替えか、リニューアルか？
●相続した土地、なんとか有効活用できないだろうか？
●古いマンションだけど、今風にリフォームしたい。
●集合住宅の管理会社を替えたいと考えている。
●自宅の一部でお店を開きたい。

●子育てが終わった今、
　コンパクトな都心のマンションに引っ越したい。
●点在しているマンションや駐車場。管理を楽にしたい。
●息子家族との同居が決まったので
　2世帯住宅への建替えを考えている。

受付時間 09：00～17：00（土・日・祝日を除く）

新築、売買、リフォーム、大規模修繕、
マンション管理から建替まで。大成
建設グループでお手伝いいたします。

〈ご相談例〉

当社では、毎年3月31日現在の株主様を対象に株主優待制度を実施しております。
詳しくは当社ホームページ（http://www.taisei.co.jp/about_us/ir/stock/index.html）をご参照ください。

株主優待制度のご案内

簡易地震リスク診断では、ご記入いただきますチェックシートに基づき、建物の耐震予備診断を行い、建物所在地において想定される
震度・液状化の危険度の予測を行います。加えて戸建住宅以外の建物につきましては、想定される被害も予測します。
地震発生時の被害を最小限に抑えるためにも、建物の耐震性を検証することは極めて重要です。今後の地震対策に是非ご活用ください。
なお、株主様から3親等以内のご親族様名義の建物まで診断いたします。すでにご所有の建物を診断された株主様の
申込書は、ご両親やお子様などご親族様の所有されている建物でご活用ください。

簡易地震リスク診断申込書（10,000株以上の方対象）❸

当社グループ会社にご注文いただいた工事請負代金（新築工事・リフォーム工事など）や仲介手数料の代金の一部としてご利用いた
だけます。なお、新築工事・リフォーム工事など「住まい」に関するご相談は、大成建設グループの「住まい」相談室までお気軽に
ご相談をお寄せください。

「軽井沢高原ゴルフ倶楽部」（http://www.karuizawa-kogen.com）にてご利用いただけます（冬期間〈11月下旬～4月上旬〉はクローズとなります）。

工事請負代金・仲介手数料等割引クーポン券（1,000株以上の方対象）

ゴルフ場ご優待クーポン券（1,000株以上の方対象）

❶

❷

①と②は譲渡可能です！ ご自身で利用されない場合、お知り合いの方に差し上げるなど有効にご活用ください。


